
第７日目 カウアイ島ナウィリウィリ 

２０１８年１月１９日（金）曇り所々晴れ 最高気温２６度 

 

Pride of America は前夜からナウィリウィリ港に停泊している。 

ナウィリウィリ港は周りを低い山々で囲まれた何もない場所である。 

ところで、何の変哲もない写真左側の山をどこかで見たことはないだろうか？ 

実はこの山は、映画『ジェラシックパーク』で恐竜が現れるシーンに出てくる背景の山である。 

  

（CIATR の HP からの流用） 

今日はいつもより早く 06:00am 目覚めた。 

午前のエクスカ―ションはないので、ゆっくりできるのであるが何故か朝早く目が覚めた。 

朝から何となく落ち着かない。 

 

理由は夕刻 05:15pm に予定されている『ナパリコースト・シーニッククルーズ』にある。 

シーニッククルーズとは、フィヨルドや氷河、噴火を続ける火山島など、洋上からしか見られな

いような景色の中を航海することである。 



ナパリコーストがあるカウアイ島は今から約 500 万年前にハワイ諸島の中で最初に誕生した島

である。島の誕生から⾧い時間の中で起こってきた隆起や風雨の浸食により作りだされたのが、

全⾧ 25km 標高差約 1,000m もある断崖絶壁の海岸線『ナパリコースト』である。 

『ナパリ』というのはハワイ語で『絶壁』を意味し時間の経過によって表情を変える切り立った

岩肌は不思議な威厳をたたえていて畏敬の念すら覚える絶景である。 

 

Pride of America は本日 05:15pm 頃、『ナパリコースト・シーニッククルーズ』を行う。 

 

カウアイ島の秘境ナパリコーストを楽しむには大きく 3 つのコースがある。 

地上を歩く『トレッキングコース』、空からの『ヘリコプターコース』、海からの『ボートコース』

である。 

地上から制覇しようとすると最低 3 日のキャンプが必要であり道も険しいため、観光客は片道

3km の短いハイキングコースで展望台から大自然のパノラマを楽しむのが一般的である。 

空から堪能する『ヘリコプターコース』も良いが予算がかかる。 

一番のおすすめは海からナパリコーストの自然が体感できる『ボートコース』であるが、今の時

期は雨が多くまた波も高くなることから多少の危険を伴う。 

 

全⾧ 25km 標高差約 1,000m もある断崖絶壁を一望するには大型船のシーニッククルーズに勝る

ものはない。 

『ナパリコースト・シーニッククルーズ』はとても楽しみにしていた。 

 



最終フラダンス教室 12:15pm までは少し時間があったので近くのアンカーコープまでシャトル

バスで買い物に行った。 

特に購入するものはないがいくつかのお店を見て回った。 

近くのカラバキビーチでは多くのサファーが高い波を楽しんでいた。 

 

早めに船に戻りアロファカフェで最後のランチをとり、いつものように妻はフラダンス教室

12:15pm に行く。 

最終のフラダンス教室ということもあり、私もカメラマンとしてついて行った。 

フラダンスの練習はマルディグラのステージで行われている。 

  

この日は最終回とあって 20 人くらいの生徒が参加していた。 

驚いたのは生徒のほとんどは日本人で男の人も 1 名いた。 

教えているのはこの船のフラの名物先生チャイナである。 

素人目にもチャイナの教え方が上手なのはわかる。 

動きがしなやかなのは当然であるが常に微笑みを忘れていない。 

生徒たちは卒業ショーでのお披露目を目指して一生懸命に踊っていた。 



卒業ショー01:15pm は Pride of America のメインであるキャピトルアトリアムで開催された。 

この日のためにハワイアンドレスも持参しラン生花のレイもプレゼントした。 

今回のクルーズではフラダンス教室を優先して行動してきた。 

1 週間に渡る私の投資成果については写真で判断していただきたい。 

  

  

卒業ショーでの力の入れ方を見ると、妻の今日のハイライトは『ナパリコースト・シーニックク

ルーズ』ではないみたいである。 

わざわざ遠回りして夕暮れの時間に合わせて『ナパリコースト・シーニッククルーズ』を行う

NCL 社の粋な計らいよりもフラダンスが… 



定刻 02:00pm、Pride of America は静かに『ナパリコースト・シーニック』に旅立った。 

 

私たちはいつものアロファカフェで軽いランチをとり日本語下船説明会 02:15pm に行く。 

Pride of America には日本人コーディネーター（みどり＆みき）が乗っていて日本語 

『FREESTYLE DAILY』発行やエスカレーション手配など日本人ゲストをサポートしている。 

私たちのような個人旅行の者にとっては、とても心強い存在である。 

 

下船の仕方は事前に調べ『ウォークオフ』を考えていた。 

通常は下船前夜に荷物を纏め廊下に出しておくとポーターが船の外に運ぶ。 

ゲストは重い荷物を持つことなく下船できる。 

一方で『ウォークオフ』は自分で荷物を持って下船する仕方である。 

『ウォークオフ』では自分で運ぶ必要があるが下船時間は自由で荷物も下船まで自由に使える。 

 

私たちは『ウォークオフ』で 2,300 人中 3 番目の 07:20am に下船し直ぐにタクシーを捕まえて



08:00am にはホテルにチェックインした。 

ちなみに下船の順番は予め決められており日本人の下船時刻は 08:30am であった。 

 

説明会では船内の清算方法の説明もあった。 

Pride of America はすべてカード方式であり船内ではキャッシュは一切、必要ない。 

前夜に部屋に届けられる使用明細書をチェックするだけである。 

私たちはすべて無料レスランを利用しチップは早期予約特典が適用されたので、船内で使った

費用は子僅か 6,000 円余りであった。 

このうちの 5,500 円は船内のお店で購入したお土産代である。 

1 週間も船の中で飲み食いして二人で使ったお金は僅か 500 円である。 

 

日本語説明会の後は部屋に戻り荷物をまとめた。 

旅行の際の荷物は極力少なくするように心掛けている。 

今回は中小スーツケースと一人用バッグとお土産用バッグのみである。 

 

（手前があるゲストの荷物、奥が私たちの荷物） 



Pride of America はカウアイ島北西ナパリコーストを目指して順調に進んでいる。 

カウアイ島を反時計回りに周っていくことになる。 

雲は多いが雨になる様子はない。 

 

『ナパリコースト・シーニッククルーズ』の時刻 05:15pm が近づいてきた。 

ナパリコーストは左舷から展望できるハズである。 

高層デッキの左舷はカメラマンで一杯になるだろう。 

私はデッキ 6 の左舷に位置を決めた。 

やがて、前方にそれらしき島影が見えてきた。 

上空は雲に覆われて島全体が煙る。 

 



島に近づくにつれ青空が見えるようになってきた。 

波もそれほどない。 

回復に向かっているのだろうか。 

一部の望みを抱いて Pride of America は島に近づいて行く。 

いつの間にか船の後方には虹が出ている。 

写真を撮る場所もどうにか確保した。 

後は天候だけが頼みである。 

  

 



島に近づくにつれナパリコーストはその姿をハッキリと現した。 

 

ナパリコーストを舞台に繰り広げられる大自然のスペクタル。 

大型船ならではの醍醐味。 

シーニックは新しい旅のスタイルである。 

 



船はさらに島に近づいてきた。 

 

やがて Pride of America はスピードを落としナパリコーストに沿って航行する。                                                             

 



全⾧ 25km・最大標高差 1000m の山壁が続くナパリコーストは車では来ることが出来ない。 

海や空から眺めるか難易度の高いトレイルを行くしかない。 

 

時間とともに刻々と変わる山肌の色や峡谷の影の移り変わりは自然が織りなす一大スペクタル。 

 



海に垂直に落ち込む崖、緑濃い渓谷、白く糸を引くように流れる滝など迫力のある光景が広がる。 

島の誕生から⾧い時間の中で起こってきた隆起や風雨の浸食がハッキリ分かる。 

 

突如、前方に水煙が上がる。 

目を凝らす。クジラの姿は見えない。 

冬の時期には多くのザトウクジラがアラスカからやって来る。 

その 1 部はカウアイ島にも来る。 

 



『ナパリ』はハワイ語で『絶壁』を意味する。 

時間の経過によって表情を変える切り立った岩肌は、不思議な威厳をたたえていて畏敬の念す

ら覚える絶景である。 

海に垂直に落ち込む崖、緑濃い渓谷、白く糸を引くように流れる滝など迫力のある光景が広がる。 

 

船は自転車のスピードくらいに速度を落としてナパリコーストを左に見て進む。 

 



ぼんやり島を見ていると山肌に何か見えてきた。 

写真右側の陽が当たっているところである。 

最初は仏陀に見えた。 

船旅には良く本を持ち込む。 

このクルーズでも『原始仏典』を持ち込んで読んでいた。 

本の読み過ぎか？？  

 

カメラを望遠にして撮った写真である。大きな袋を担いだ大黒天が見えてきた。 

 



カメラを望遠にして撮ったのがこの写真である。 

仏陀でも大黒天でもなかった。 

道服姿の茶人である？ 

船が近付くとハッキリ顔が見える。 

気になり傍にいた外国人に聞いた。その答え。 

「あれは日本人の顔でしょ？」 

「あなたの顔にそっくりです！」 

 



映画『ジュラシックパーク』のロケ地である秘境海岸ナパリコースト。 

今にも山の上から恐竜がのっそりと顔を出しそうである。 

 

Pride of America は左舷にナパリコーストを見て、自転車のスピードくらいの速度で進む。 

 



やがて、Pride of America はナパリコーストの端まで来ると時計回りに大きく舵を切った。 

今日来た航路を戻りホノルルに向かうのである。 

 

その先には太平洋に沈む夕陽と後ろには暮れ行くナパリコーストがあった。 

ナパリコーストの雄大な景色を船上から眺めるチャンスは何回もない。 

全⾧ 25km、標高差約 1,000m の断崖絶壁を一望するにはシーニッククルーズに勝るものはない。 

 



暫しの別れである。 

シーニッククルーズを終え Pride of America ホノルルに向けて最後の航海にスピードを上げた。 

ホノルル港には明朝 07:00am1 週間振りに帰港する。 

 

 

 

 

 

クルーズ最大のハイライトを終えて船の中は静けさを取り戻した。 


